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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年９月期第１四半期 11,080 17.9 673 △24.9 400 △49.5 265 △59.8

2021年９月期第１四半期 9,398 153.3 897 219.2 792 371.2 660 387.0

（注）包括利益 2022年９月期第１四半期 298百万円（△54.9％） 2021年９月期第１四半期 660百万円（387.0％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年９月期第１四半期 2.05 2.03

2021年９月期第１四半期 9.47 9.30

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年９月期第１四半期 69,609 24,802 33.3

2021年９月期 67,040 24,918 34.8

（参考）自己資本 2022年９月期第１四半期 23,198百万円 2021年９月期 23,327百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年９月期 － 0.00 － 3.00 3.00

2022年９月期 －

2022年９月期（予想） － － － －

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 51,066 104.8 3,232 330.1 1,695 － 1,028 － 7.91

１．2022年９月期第１四半期の連結業績（2021年10月１日～2021年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

２．当社は定款において第２四半期末及び期末日を配当基準日と定めておりますが、現時点では当該基準日におけ

る配当予想額は未定であります。

３．2022年９月期の連結業績予想（2021年10月１日～2022年９月30日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年９月期１Ｑ 129,916,662株 2021年９月期 129,916,662株

②  期末自己株式数 2022年９月期１Ｑ 148,600株 2021年９月期 148,600株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年９月期１Ｑ 129,768,062株 2021年９月期１Ｑ 69,748,361株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料７ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注

記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、決算短信（添付資料）３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想

などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における当社グループの業績は、売上高11,080百万円（前年同期比：1,681百万円

増）、営業利益673百万円（前年同期比：223百万円減）、経常利益400百万円（前年同期比：392百万円減）、親会

社株主に帰属する四半期純利益265百万円（前年同期比：394百万円減）となりました。

セグメントの経営成績の概要は、以下のとおりであります。なお、各セグメントの売上高の金額は、セグメント

間の内部売上高又は振替高を含めない数値を記載しております。

（不動産開発事業）

当第１四半期連結累計期間における不動産開発事業の売上高は8,498百万円（前年同期比：761百万円減）、営

業利益は1,151百万円（前年同期比：105百万円増）となりました。

当社グループの不動産開発事業は、賃貸マンション開発及び分譲マンション開発並びにオフィス開発に分かれ

ており、その売上高及び営業損益は次のとおりであります。

賃貸マンション開発

当第１四半期連結累計期間の売上高は5,646百万円（前年同期比：1,976百万円減）、営業利益は792百万円

（前年同期比：306百万円減）となりました。

前第１四半期連結累計期間においては、17物件を売却いたしました。当第１四半期連結累計期間において

は、土地の売却を含む10物件を売却いたしました。

分譲マンション開発

当第１四半期連結累計期間の売上高は1,362百万円（前年同期比：272百万円減）、営業利益は38百万円（前

年同期：営業損失10百万円）となりました。

前第１四半期連結累計期間においては、分譲マンション２物件の一部を売却いたしました。当第１四半期連

結累計期間においては、分譲マンション３物件の一部を売却いたしました。

オフィス開発

当第１四半期連結累計期間の売上高は1,488百万円（前年同期比：1,486百万円増）、営業利益は320百万円

（前年同期：営業損失42百万円）となりました。

前第１四半期連結累計期間においては、オフィス物件の売却はなく、開発物件において賃料収入を得ており

ました。当第１四半期連結累計期間においては、オフィス１物件の売却をいたしました。

（不動産ソリューション事業）

当第１四半期連結累計期間における不動産ソリューション事業の売上高は2,357百万円（前年同期比：2,237百

万円増）、営業利益は64百万円（前年同期比：35百万円増）となりました。当社グループの不動産ソリューショ

ン事業は、バリューアップ事業並びに不動産コンサルティング、不動産仲介等に分かれており、その売上高及び

営業損益は次のとおりであります。

バリューアップ

当第１四半期連結累計期間の売上高は2,296百万円（前年同期比：2,224百万円増）、営業利益は31百万円

（前年同期比：3百万円減）となりました。

前第１四半期連結累計期間においては、物件の売却はなく、賃料収入を得ておりました。当第１四半期連結

累計期間においては２物件の売却をいたしました。

不動産コンサルティング、不動産仲介、その他

当第１四半期連結累計期間の売上高は61百万円（前年同期比：13百万円増）、営業利益は32百万円（前年同

期：営業損失６百万円）となりました。

（ホテル事業）

当第１四半期連結累計期間におけるホテル事業の売上高は19百万円（前年同期：売上高なし）、営業損失は167

百万円（前年同期：営業損益なし）となりました。

（その他事業）

当第１四半期連結累計期間の売上高は205百万円（前年同期比：186百万円増）、営業損失は85百万円（前年同

期：営業損失49百万円）となりました。

主に、不動産賃貸収入や不動産賃貸管理業務等の手数料収入を得ております。
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（２）財政状態に関する説明

① 資産

当第１四半期連結会計期間末の総資産は69,609百万円（前連結会計年度末：67,040百万円）となり、前連結会計

年度末と比較して2,568百万円の増加となりました。

流動資産は62,749百万円（前連結会計年度末：59,968百万円）となり、前連結会計年度末と比較して2,781百万円

の増加となりました。主な要因として、販売用不動産が3,252百万円減少した一方で、現金及び預金が79百万円、仕

掛販売用不動産が5,942百万円それぞれ増加したこと等によります。

固定資産は6,791百万円（前連結会計年度末：6,995百万円）となり、前連結会計年度末と比較して204百万円の減

少となりました。主な要因として、投資その他の資産が216百万円減少したこと等によります。

② 負債

当第１四半期連結会計期間末の負債は44,806百万円（前連結会計年度末：42,121百万円）となり、前連結会計年

度末と比較して2,684百万円の増加となりました。

流動負債は20,579百万円（前連結会計年度末：18,197百万円）となり、前連結会計年度末と比較して2,381百万円

の増加となりました。主な要因として、１年内返済予定の長期借入金が106百万円減少した一方で、短期借入金が

3,111百万円増加したこと等によります。

固定負債は24,226百万円（前連結会計年度末：23,923百万円）となり、前連結会計年度末と比較して303百万円の

増加となりました。主な要因として、長期借入金が449百万円増加したこと等によります。

③ 純資産

当第１四半期連結会計期間末の純資産は24,802百万円（前連結会計年度末：24,918百万円）となり、前連結会計

年度末と比較して115百万円の減少となりました。主な要因として、親会社株主に帰属する四半期純利益265百万円

を計上した一方で、配当により利益剰余金が389百万円減少したこと等によります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年9月期の連結業績予想につきましては、2021年11月10日発表の予想から変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年９月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,440 8,519

売掛金 57 41

販売用不動産 33,002 29,749

仕掛販売用不動産 17,068 23,010

その他 1,432 1,461

貸倒引当金 △33 △33

流動資産合計 59,968 62,749

固定資産

有形固定資産

土地 1,334 1,334

その他（純額） 286 308

有形固定資産合計 1,621 1,643

無形固定資産

のれん 216 209

その他 27 24

無形固定資産合計 243 233

投資その他の資産

その他 9,515 9,304

貸倒引当金 △4,384 △4,390

投資その他の資産合計 5,130 4,914

固定資産合計 6,995 6,791

繰延資産

株式交付費 74 66

その他 1 1

繰延資産合計 76 68

資産合計 67,040 69,609

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年９月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 477 488

短期借入金 5,551 8,662

１年内返済予定の長期借入金 9,889 9,783

１年内償還予定の社債 100 100

未払法人税等 484 211

賞与引当金 53 44

その他 1,640 1,289

流動負債合計 18,197 20,579

固定負債

社債 1,740 1,710

長期借入金 21,467 21,916

転貸損失引当金 2 2

事業損失引当金 319 319

退職給付に係る負債 3 4

その他 391 273

固定負債合計 23,923 24,226

負債合計 42,121 44,806

純資産の部

株主資本

資本金 10,867 10,867

資本剰余金 10,530 10,530

利益剰余金 1,984 1,860

自己株式 △38 △38

株主資本合計 23,344 23,220

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2 △2

為替換算調整勘定 △18 △18

その他の包括利益累計額合計 △16 △21

新株予約権 31 7

非支配株主持分 1,559 1,596

純資産合計 24,918 24,802

負債純資産合計 67,040 69,609
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2020年10月１日
　至　2020年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2021年10月１日

　至　2021年12月31日)

売上高 9,398 11,080

売上原価 7,776 9,067

売上総利益 1,622 2,013

販売費及び一般管理費 724 1,339

営業利益 897 673

営業外収益

受取利息 0 2

受取保険金 0 0

補助金収入 3 5

違約金収入 － 4

その他 1 4

営業外収益合計 5 17

営業外費用

支払利息 73 195

支払手数料 34 77

その他 2 18

営業外費用合計 110 291

経常利益 792 400

特別利益

固定資産売却益 － 0

新株予約権戻入益 － 24

投資有価証券売却益 － 11

特別利益合計 － 36

特別損失

固定資産売却損 0 －

固定資産除却損 － 0

投資有価証券売却損 － 0

特別損失合計 0 0

税金等調整前四半期純利益 792 435

法人税等 132 128

四半期純利益 660 307

非支配株主に帰属する四半期純利益 － 42

親会社株主に帰属する四半期純利益 660 265

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2020年10月１日
　至　2020年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2021年10月１日

　至　2021年12月31日)

四半期純利益 660 307

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 － △9

為替換算調整勘定 － △0

その他の包括利益合計 － △9

四半期包括利益 660 298

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 660 260

非支配株主に係る四半期包括利益 － 37

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

決議
株式の

種類

配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

2021年12月27日

定時株主総会
普通株式 389 3.00 2021年９月30日 2021年12月28日 利益剰余金

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2020年10月１日　至　2020年12月31日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間 

の末日後となるもの

該当事項はありません。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2021年10月１日　至　2021年12月31日）

１．配当金支払額

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間

の末日後となるもの

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って 

おり、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１

四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第１四半期連結累計期間の損益及び期首利益剰余金に与える影響はありません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基

準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用しております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響は

ありません。

（追加情報）

（新型コロナウイルスの感染拡大の影響による会計上の見積り）

　当第１四半期連結会計期間における新型コロナウイルス感染拡大の影響に関する会計上の見積り及び当該見積

りに用いた仮定については、前連結会計年度における有価証券報告書の（追加情報）に記載した内容から重要な

変更はありません。

（連結納税制度からグループ通算制度への移行）

　2020年３月31日に公布された「所得税法等の一部を改正する法律」（令和２年法律第８号）により、2022年４

月１日以後開始する連結会計年度から、連結納税制度はグループ通算制度に移行することとされましたが、連結

納税制度を適用している一部の連結子会社は、当第１四半期連結会計期間においては、「連結納税制度からグル

ープ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱い」（実務対応報告第39号 2020年３月31日）に基

づき、改正前の税法の規定を前提とした会計処理を行っております。

- 7 -

㈱アスコット（3264）　2022年９月期 第１四半期決算短信



（単位：百万円）

報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

不動産
開発事業

不動産
ソリュー
ション事業

ホテル事業 計

売上高

外部顧客への
売上高

9,259 120 － 9,379 19 9,398 － 9,398

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

－ － － － 15 15 △15 －

計 9,259 120 － 9,379 34 9,414 △15 9,398

セグメント利益
又は損失（△）

1,045 28 － 1,074 △49 1,025 △127 897

（単位：百万円）

報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

不動産
開発事業

不動産
ソリュー
ション事業

ホテル事業 計

売上高

外部顧客への
売上高

8,498 2,357 19 10,874 205 11,080 － 11,080

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

－ － － － 0 0 △0 －

計 8,498 2,357 19 10,874 206 11,080 △0 11,080

セグメント利益
又は損失（△）

1,151 64 △167 1,047 △85 962 △288 673

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2020年10月１日　至　2020年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。

　　　２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△127百万円は、セグメント間取引消去０百万円と全社費用△127百万

円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2021年10月１日　至　2021年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。

　　　２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△281百万円は、セグメント間取引消去０百万円と全社費用△288百万

円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

（収益認識会計基準等の適用）

「会計方針の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収

益認識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の測定方法を同様に変更して

おります。当該変更が報告セグメントの売上高及び利益又は損失に与える影響はありません。
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